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（2014 年 4 月）も行われているような、路上封鎖
などの実力行使によって意見を通してしまえとい
う、ああいうタイの社会の独特の超法規的意義申
し立てというのがまかり通るという背景もあるは
ずです。それでは日本では起こりえないのかとい
うと、状況によっては、ひょっとしたら起きてし
まうかもしれません。多元化する科学的見解、多
チャンネル化している時代、これから日本として
も対岸の火事ではなくて、考えていかなければな
らないのではないでしょうか。
そういう多チャンネル化する科学的見解に対し
て、どう対応していくかということに対しては、
気候変動に関する政府間パネル、略称 IPCCとい
われる機関が一つの方向性を示しているように思
います。IPCCは数年に一度、気候変動に関する報
告書をまとめているのですが、その報告書のまと
め方というのが、「将来どうなる」とか、「何が正
しい」ということを示すのではなく、多数の論文
に示された科学的見解をまとめて、それぞれの見
解がどの程度妥当か、その確率を示しているわけ
です。そうして、全体として将来起こりうること
を確率的に示すわけです。ただこうした IPCC方
式というのは、急な災害のときとかに使えるわけ
ではありませんし、社会全体に対して説得力を持っ
ているわけではありません。誰とは言いませんけ
れども、すべてを混ぜっ返して相対化しようとす
ることに意義を見出すような人たちの前には、多
チャンネル化のなかに絡め取られてしまうわけで
す。ただし何もやらないよりはましで、何らかの、
IPCCが行っているような、そういった方向を考え
ていかなければならないのだろうというふうに考
えています。
これはすこし蛇足ですけれども、現在（2014 年
4 月）バンコクの各所を封鎖するようなデモが行
われています。このデモの背景はもちろん政治的
対立ですし、既得権益を巡る社会対立云々の話も
あるのですが、科学的対立もやはりあるのではな
いかと思います。デモ会場に行きますと、結構な
頻度で、研究者、経済学者、大学の経済学を教え
ている人たちが壇上に上がって、いかにタクシン
の築き上げたシステムというのが国の経済や社会
を損なうかというようなことを演説していたりす
るわけです。おそらく感情的な対立や政治的な対
立とかだけじゃなくて、ある意味、科学的というか、
学問的見解をめぐる対立でもあるのかもしれませ
ん。したがって小手先のことでは解決しないだろ
うと思います。野党民主党党首のアピシット氏と
首相のインラック氏が会談をして済む話ではなく、
全体として、それぞれの政策、政治判断にはどの
ような利益があり危険があるかというようなこと
を諸説並べて、それぞれの妥当性を話し合うよう
な場というか、理解しあう場というか、そうした
方向性が必要なのかなあとは思いますけれども、
たぶん、今のタイ社会を見ていると、どうも短期
的にはそのようなことにはなりそうもないという
気がしています。
